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皿MichaelRevzen教 授(イ ス ラエ ル 工 科 大 学 、

イ ス ラエ ル)の 短 期 招 請 に つ い て

法学部教授 中 村 孔

レブゼ ン教授 は、1996年11月1日 よ り11月30日 までの1ヶ 月 、明治大学国際交流

基金 による招聰外国人研究者 と して、本学に滞在 し、その間に後述す る三つ の講演

を行 なった。

1931年 にテル ア ビブに生 れた レブゼ ン教授 は、大学教育 をカナダで受 け、1962年

に本学の協定校 の一つであ るアルバ一夕大学 でPh.D(物 理学)を 取得 したのち、 イ

スラエルに戻 り、研究者 としての経歴 を始あ られた。現在 はハイファにあ るイス ラ

エル工科大学(TECHNION)の 理論物理学 の教授 である。

レブゼ ン教授 の当初 の研究の関心 は、多体系 の量子論 、特 に、超流動 の理論 にあ

り、 この分野 で30を 越え る数の論文 を国際的な学術 誌 に発表 している。その後、教

授 の研究の関心 は量子 力学 や場の量子論 の基礎 に関わ るよ り基本的な問題 に移 り、

60歳 を越え るお年で現在 も活発 な研 究活動を続 けてお られ る。

今回の三 つの講演のテーマ も最近 の教授の研究成果 に基 づ くものであ る。

11月15日 に和泉校舎 で行 った 第1回 の講演 「Belrsinequalityforasingle

particle」 と11.目19日 に生 田校舎で行 った第2回 の講 演 「Nonlocalityinquantum

mechanics」 は、 ともに量子 力学 の原理的な問題 の一つであ る 「隠れた変数 」の存

否 を判定するベルの不等式 を主題 とした もので ある。

量子力学 では、対象 とす る物理 系の状態は、状態ベ ク トル とよばれる ヒルベル ト

空間 のひとつ のベク トル で記述 され、その時間発展は シュレディ ンガー方程式 とよ

ばれる微分方程式 によって決定 され る。初期状態を表 す状態 ベク トル が与え られれ

ば、任意 の時刻 での状態 を表す状態 ベク トル は微分方程式 の解 と して決 まるわ けで

ある。 この意味 で、理論 の予測は決 定論的であるといえる。 しか し、古典力学の場

合 と違 って、物理量の測定値 は状態 によ って一意的に決 まるわ けではない。あ る物
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理量 を測定 した結果 どのよ うな値が得 られるか は、状態が決 まって も一意的には き

ま らない。状 態 によ って与 え られ るのは、 あ る特 定の値 が得 られ る確率 で しか な

い。 この意味では量子力学 は非決定論的な理論 であ る。 しか も、対象 とす る系の物

理的属性 と考え られ る測定値が、測定 という人為的 な行為 によって確定 するとい う

のが標準 的な量子力学の解釈 であ る。外的世界 の性質は観測者のあ るな しにかかわ

らずそれ 自身 と して確定 して いるはずだ という素朴 な実在論を否定 している ことに

なる。量子力学の理論体系が、実在 と認識 といった優れて哲学的 な問題 を含んでい

るのはこの点にある。

量子力学が このよ うに非決定論 的であるの は、我 々の知識 の不完全 さのためでは

ないか と考え るのはご く自然 である。 ち ょうど古典物理学 での統計法則のよ うに、

い くつか の力学変数の存在 とその運動法 則を我 々が知 らないために、理論 の予測が

確率的 に しかで きないのだ とい うのであ る。 すなわち、 ある隠 れた変数があ って、

それ も考慮 に入 れれば理論 は完全 に決定論的 になっているとうわけである。1964年 、

J.S.Bel1は 局所的 な 「隠れた変数」の存否 を実験的に検証す るための不等式(ベ ル

の不等式)を 提 唱 した。 それに基づ いて多 くの検証のための実験 が行われたが、今

までの ところ結果 は 「隠れた変数」 の存在 には否定的である。問題 は量子力学 の最

も基礎的 な事柄に関する ものであ り、ベルの不等式 についての研究 は、理論の観 点

か らも実験 の観点か らも、現在 も活発 に行われている。

上記 の第1回 の講演 では、ベル の不 等式 についての レブゼ ン教授 の最近 の研究

(FoundationofPhysics誌26巻 、1996年 掲載)の 解説 がなされ、学外か らの研

究者 も交 えた出席者 の間で、専 門的な細部 にわたる真剣な討論が行われた。第2回

の講演では、理工 学部 の学生 と大学院生を対象 として、ベル の不等式の背景 となる

量子力学での実在 と局所性の問題 にっいて講義 を して いただいた。わか りや すい英

語 での明快 な解説で、学生諸君 に も量子力学の持つ興味あ る問題が伝わ ったよ うに

思 う。講 演後 に学生か らい くつかの質問 もなされていた。

11月22日 に生 田校舎 で行われた第3回 の講 演では、理工学部 の教員 と大学院生 を
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対象 に して、教授 の もう一つ の最近 の研究テーマであるCasimir効 果 の温度依存性

につ いて話 していただいた。

場 の量子論 によれば、物量の場 の まった く存在 しない真空 で も量子論 的なゆ らぎ

に起因 するエネル ギーの揺 らぎが存在 す る。 この揺 らぎが境界条件に依存 す ること

に着 目 して、1948年 にCasi田irは 、真空 中に置かれ た二枚 の帯電 していない導体板

の間 にははた らく力が存在 することを予測 した。 この力は、その後、実験 によ って

確認 され、 この現象はCasimir効 果 と呼 ばれている。 もともとのCasimirの 理論 は、

系の温度がゼ ロの場合 につ いての もので あったが、 レブゼ ン教授はそれ を有限温度

の場合 に拡張 し、エネル ギー揺 らぎの境界値依存性(Casimirエ ネルギー)を 温度の

関数 と して求 めた。 この講演での教授の主張 は二つあ り、 ひとつは、温度の関数 と

して求めたCasimirエ ネルギーか ら定義 されるエ ン トロピー(Casilmirエ ン トロ ピ

ー)が 、高温極限で、系の幾何学的 な配 置だ けで決 まる一 定値 に収束 す るとい うも

のであ る。他の一 つは、Kirchhoffの 法則(空 洞内での輻射エネルギ ー密度 は温度

だけで決 ま り、壁の材質 や空洞の形 には よらない)が この場合 に も成 り立 つ とす る

と、ゼ ロ点エネルギーの存在 が不可欠 となるとい うものであ る。 ゼロ点エネルギー

の存在 が不可欠 となるとい うものであ る。後者 は、熱力学 的極 限のもとで証 明 され

るKirchhoffの 法則を、サ イズ効果が本質的であ るCasimir効 果 のような問題 に適用

する ことの疑 問は残 るが、ゼ ロ点エネル ギーとい う極 めて量子論的な量 の存在が、

熱力学 によって要請 され るという刺激的 な主張 である。

当 日は、物理学科 ・情報科学科 の教員 、基礎理工学専攻 の大学院生 な ど多数が出

席 し、講 演の後 に活発 な質疑応答 、討論 が行 われた。

レブゼ ン教授が明治大学で行 った三つの講演が本学 の物理研究者や学生 に深 い興

味 と刺激 を与 えて くれた もの と信 じ、 それを可能 に して くれた国際交流基金 の援 助

に感謝 します。

筆者個人 にとって も、 レブゼ ン教授の来訪は研究 の うえで多 くの有益 な刺激 と示

一12一



唆を与え られ る機会 であった。滞在中は、ほぼ毎 日のよ うに筆者 の研究室を訪 れ、

時 には暗 くなるまで議論を交 わす こと もあ った。特 に、上記のKirchhoffの 法則の

適用 につ いては、筆者が完全 には賛成 しない部分 もあ り、 しば しば大声 を上げての

議論 になる こと もあ り、あるいは近 くの研 究室 の先生方 にはご迷 惑をおかけ したか

も知れない。 ひっきりな しにジ ョークをとばす陽気 な教授 の人柄 とともに楽 しい思

い出であ る。

レブゼ ン教授 の帰国後、筆者 は、Casimir効 果 をゼ ロ点エネルギ ーを用 いず に説

明する可 能性 を検討 し、一定の成果 を得た。 この結果 は この夏 マ レーシアで開催 さ

れ る量子 力学 の基礎 に関する国際会議 で報告 す るつ もりである。 これ もレヴゼ ン教

授 の招請 の一つ の効果 と考 え報告 します。

最後に国際交流 センターの提 供 して くれた中野 の宿舎を レブゼ ン夫妻 は とて も気

に入 っていた こと、特 に、西 に遠 く富士 を眺め、東 には、間近 に新宿の高 層 ビル街

の夜景をのぞむ部屋か らの眺望 に ワンダ フルを連発 して いた ことを報告 しておきま

す。夫妻 の東京 での快適 な滞在のためにお骨折 りいただ いた国際交流セ ンターの職

員の方 々にお二人 にかわ って感謝 いた します。
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